
旭ヶ丘キリストの教会
主 日 礼 拝 順 序

２ ０ ２ ２ 年 ５ 月 １ 日
司 会 ： 千 田 俊 昭
奏楽：千田祥子

黙 祷 一 同

讃 美※ 聖 歌 2 2 9 「 恵 み あ ふ る る 」 一 同

主の 祈 り※ （ 聖 歌 表 扉 ま た は 讃 美 歌 564番 を ご 覧 く だ さ い ）

讃 美 一 同

教会 学 校 「 約 束 の 虹 」 牧 師

讃 美 聖歌 418「あなたの罪あやまちは」 一 同

聖書 朗 読 ヨブ１１：１－６

奨 励 ヨブ記の福音(第６回) 牧 師

主 題 「共に祈る友」

讃 美 聖 歌 5 2 0 「 世 に は 良 き 友 も 」 一 同

献 金 献金 と 感謝 の 祈 り

聖 餐

頌 栄※ 聖 歌 3 7 8 「 さ か え あ れ や 」 一 同

祝 祷※ 牧 師

来週 の 箇所 第一テサロニケ書 2:1-5
※ 印 の と こ ろ で は 御 起 立 下 さ い 。

☆ は じ め て 集 会 に お い で の 皆 様 。 心 か ら 喜 び 、 感 謝 し て お 迎 え 申 し あ げ ま す 。
し か し 、 初 め て の 方 に 無 理 な 勧 誘 を す る よ う な こ と は 、 一 切 い た し ま せ ん 。
む し ろ 、 そ っ と し て お き た い と 思 う わ け で す 。 そ の 態 度 を 冷 淡 や 不 親 切 と
誤 解 な さ ら な い で 下 さ い 。

☆ 私 た ち は 何 派 に も 属 さ な い ク リ ス チ ャ ン 個 人 の 自 由 な 交 わ り の 教 会 で す 。
聖 書 を 学 び 、 キ リ ス ト に 信 頼 し 、 キ リ ス ト が 与 え て く だ さ る 神 の 義 を 何 よ り
大 事 に し 、 信 じ る 者 同 志 が 兄 弟 姉 妹 と し て 受 け 入 れ 合 う 群 れ で す 。

☆ 献 金 は 神 へ の 感 謝 と し て 、 各 自 が 自 由 意 志 で 行 う も の で す （ ２ ｺﾘﾝﾄ9:7）。
入 り 口 に 献 金 箱 が あ り ま す の で 、 ど う ぞ ご 利 用 下 さ い 。

☆ キ リ ス ト 教 に つ い て 、 あ る い は ど ん な 質 問 で も 、 い つ で も 遠 慮 な く 牧 師 に
ご 相 談 下 さ い 。

☆ 第 二 礼拝後、軽食を用意してありますので、お時間のある方はどなたでも、
ご 自 由 に お 召 し 上 が り 下 さ い 。

☆ 二 階 に 教 会 図 書 が あ り ま す の で 、 ど う ぞ ご 利 用 下 さ い 。

旭ヶ丘キリストの教会 ニュース

《今週の歩み》
５ /１ (日 )聖日 礼拝
/２ (月 )
/３ (火 )憲法 記念日
/４ (水 )みど りの日
/５ (木 )こど もの日
/６ (金 )
/７ (土 )13-16子供ｵｰﾌﾟﾝﾊｳｽ

《 祈 りの課題》
①コロナ禍の速やかな終息のために
②礼拝に来れなかった人々のために
③教会学校の子供たちが救われますように

良 書 ハ イ ラ イ ト 「 ナ アマ人ゾパルの助言 」 (ヨ ブ 記第 1 1章 )
（ リ ビ ン グ ・ バ イ ブ ル ,1 9 82 ）

01 :ナ アマ人ツォフ ァルのヨブへの返事。 02 :「 そんなにまくし立てたら 、誰だ って 、

ひと言いた くなるさ 。 ことば数が多ければ、潔白だってもんじゃな いぞ 。 03:あんた

が大きな口をきいている間中、黙って聞いていなければならんのか。冗談じゃない。

あんたが神様を欺くんだったら 、恥ずかしい思いをさせなき ゃならん。

0 4 :神 様 の目か ら 見 て も 、 自 分 は 純 粋 だ と ？ 0 5 :神 様 が ご 自 分 の 考 え を 、

あんたに知 らせて く だ さ っ た ら い いんだ 。 06 :あ ん たが自分のほん と うの姿 に気

づ く よ う にな 。 神様には 、何 も か もお見通 しだ 。 あんたが当然 うける罰 の量を 、

神様は 、 うん と減ら してお られるのだ 。

07 :あ ん た は 神様の思 い と 目的 を 知 っ て い る か 。 ど ん な に時間 を か けて 調

べた と こ ろで 、 わか る ま い 。 全能者を さば く資格なんかな いのだか ら な 。 08 :神

様は 、 天が地 よ り も 高 い よ う に 、 想像 もでき ない ほ どき よ い方だ 。 い っ た い 、 あ

ん た は何様 のつ も り か 。 神 様 の思 い は底知れず深い 。 それ に比べ 、 あ ん た の

知識はどれほどだとい うのか 。 09 :神様の知識は大地よ り広 く 、 海 よ り大きい 。

10 :神様がいきな り割 り込んでだれかを逮捕し 、 法廷を開いたと して も 、 だれ

が制止でき よ う 。 1 1 :神 様 は 、 人 間 の欠点を一つ残 らず ご存 じで 、 別 に 目を光

らせな く て も 、 す べての罪を見抜 く のだ 。 12 :野 ろばの子が人間 と して 生まれな

いよ うに 、人間が賢 くなるこ となどあ りえない 。

13- 1 4 :神様 の方を向き 、手 を差 し伸べる前に 、 まず自分の罪を除き去 り 、 い

っ さ いの悪か ら遠ざかるべ きだ 。 15 :そ う し ては じ めて 、 罪の しみ も な く 、 胸 を張

っ て神様に近づける 。 1 6 :そ う な れば 、 悲 惨 な境遇 も忘れ られ る 。 み な 過去の

も の と な る か ら だ 。 1 7 :し か も 、 あ ん た の一生は雲一つ な い快晴の よ う に な る 。

暗 さ が あ っ て も 、 そ れ は朝 の よ う に まば ゆ く 輝 く 。 1 8 :望 みが わ き 、 勇 気があふ

れる 。 ゆ っ た り と く つ ろ ぎ 、 安 ら か に休息す る 。 19 :安 心 し き っ て 横 にな る こ と も

で き る 。 多 く の 人が あんたの助けを求 めて集 ま る 。 20 :だ が 、 悪 人 は逃げ場 を

失い 、死を待つだけだ 。 」


